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明
代
中
期
蘇
州
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
考
察

－

1
3
旦
〈
寛
の
家
系
の
復
元
を
中
心
に
1
1
8

坂

フじ

晶

lま

じ

め

明
清
時
代
の
商
人
、
と
く
に
徴
州
商
人
が
、
商
業
活
動
の
面
な
ど
で
展
開
し
た
、
共
通
の
利
益
の
た
め
の
最
も
基
本
的
な
人
的
結
合

と
し
て
、
「
宗
族
」
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
訂
ω

し
か
し
、
江
南
の
場
合
、
清
末
に
は
数
多
く
の
族
譜
が
作
成
さ
れ
た
も
の
の
、
徽

州
ほ
ど
に
は
宗
族
結
合
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ど
の
よ
う
な
人
的
結
合
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
3
〉

蘇
州
に
は
明
代
後
期
に
徽
商
が
進
出
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
、
デ
ル
タ
開
発
の
終
了
に
伴
う
直
営
地
主
の
客
商
活
動
を
指

摘
す
る
論
考
が
あ
る
だ
け
で
、
当
時
の
蘇
州
の
商
人
に
関
す
る
研
究
は
至
っ
て
不
充
分
で
あ
る
。
本
稿
は
、
代
々
の
蘇
州
人
が
明
代
中

一
つ
の
事
例
研
究
と
す
る
。

期
に
商
業
活
動
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
事
例
と
し
て
、
呉
寛
の
家
系
を
考
察
し
、

55 

呉
寛
に
は
族
譜
が
現
存
し
な
い
が
、
文
集
『
強
翁
家
蔵
集
』
七
十
七
巻
補
遺
一
巻
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
墓
誌
銘
な
ど
多
量
の
伝
記
資



56 

料
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
は
呉
姓
の
親
族
の
み
な
ら
ず
、
姻
戚
の
そ
れ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
家

系
を
広
く
復
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
か
た
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
同
時
に
、
特
に
徴
州
地
方
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
、
従
来
の
族
譜
中
心
の
研
究
の
提
示
す
る
も
の
と
は
、
異
な
っ
た
結
合

が
み
え
て
く
る
可
能
性
も
期
待
で
き
る
。
加
え
て
、
呉
寛
は
大
都
市
蘇
州
に
城
居
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徽
州
に
所
在
の
構
造
と
は
別

の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
資
料
の
性
格
上
、
普
通
に
は
人
の
死
が
あ
っ
て
執
筆
さ
れ
る
た
め
、
必
然
的
に
執
筆
者
よ
り

も
若
い
世
代
に
な
る
ほ
ど
そ
の
情
報
量
は
低
下
し
、

ま
た
上
方
に
世
代
を
遡
る
ほ
ど
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、

呉
寛
の
父
呉
融
と
呉
寛
の
代
に
つ
い
て
、
主
に
考
察
す
る
。

呉
寛
と
呉
氏

呉
寛
、
字
原
待
、
号
萄
巷
、
謹
文
定
、
長
洲
県
の
人
で
あ
る
。
曾
祖
父
は
福
四
、
祖
父
は
寿
宗
、
父
は
融
。
三
人
兄
弟
の
次
男
で
あ

っ
た
。
宣
徳
十
（
一
四
三
六
）
年
に
生
ま
れ
、
十
二
歳
で
蘇
州
府
学
の
学
生
と
な
り
、
成
化
四
（
一
四
六
八
）
年
に
三
十
四
歳
で
挙
人
、

成
化
八
（
一
回
七
二
）
年
、

三
十
八
歳
に
し
て
状
一
万
で
進
士
と
な
っ
た
。
翰
林
院
修
撰
と
な
り
、
以
後
、
弘
治
十
七
（
一
五

O
四
）
年

に
七
十
歳
で
礼
部
尚
書
と
し
て
死
去
す
る
ま
で
の
約
三
十
年
間
服
喪
等
の
た
め
帰
郷
し
た
約
六
年
間
を
除
い
て
、
官
僚
と
し
て
北
京

で
過
ご
し
た
。
彼
は
、
詩
・
文
に
優
れ
、
と
く
に
書
に
関
し
て
は
、
西
林
昭
一
氏
の
専
論
が
あ
り
、
郷
紳
・
文
人
た
ち
と
の
交
友
に
つ

い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
画
家
沈
周
と
は
親
友
、
文
徴
明
と
は
文
の
師
で
も
あ
り
、
当
時
の
蘇
州
文
人
た
ち
と
の
親
交
も
厚
か
っ
一
四
日

「
萄
翁
家
蔵
部
所
収
の
多
数
の
伝
記
資

mmLは、
「
江
南
の
富
家
の
客
商
活
動
を
直
裁
に
伝
え
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
」

て
お
り
、
呉
寛
が
「
商
業
活
動
を
積
極
的
に
肯
定
し
て
い
た
」
と
漬
島
敦
俊
民
は
分
析
す
る
。
そ
の
よ
う
な
呉
寛
が
記
す
墓
誌
銘
類
は
、



57 現代中期蘇州商人のネットワークの一考察

伝記史料一覧

番号 作者 書 名 巻 題 対象若

1 呉寛 『鞄翁家蔵集』 57 f先世事略j 呉寿宗・韓民・呉融

・張氏・王氏・陳氏

2 全 全 58 f天全先生徐公行状」 徐有貞

3 全 金 58 「亡兄原本行述J 呉宗

4 全 全 61 「先考封儒林翰林院修撰府君墓誌j 呉融

5 全 全 61 「亡弟原輝墓誌j 呉宣

6 会 全 62 「呉府君墓誌銘J 呉能（融妻張氏姻戚）

7 全 全 62 「練汝中墓誌銘J 陳給（寛妻陳氏の兄）

8 全 全 62 「局以節墓誌銘j 周誇｛寛の次姉の夫）

9 全 全 62 「周叔能墓誌銘」 周傑（上記周誇の父）

1 0 全 会 63 「陸乗誠墓誌銘」 陸忠為（宗の妻の弟）

1 1 全 全 64 「姪孫健墓誌銘」 呉健

1 2 全 全 64 「沈府君墓誌銘」 沈孜（寛妻陳氏姻戚）

1 3 全 全 67 「亡揚呉氏墓誌銘J 呉妙善（覚の次姉）

1 4 全 全 67 「沈薫妻蒋民墓誌銘J 蒋淑芳（寛妻の姻戚）

1 5 全 全 67 「朱菊人墓誌銘」 朱氏（寛妻陳氏の母）

1 6 全 全 68 「姪婦朱氏壌誌」 朱氏（突の妻）

1 7 全 全 68 「亡妻陳氏壌誌」 陳氏（寛の妻）

1 8 全 全 68 「先批太宜人王氏墓誌」 王氏（融の妻）

1 9 全 全 68 「張景審妻胡民墓誌銘」 胡素安（張果の妻）

20 全 全 72 「耕隠翁墓表」 徐有賢（徐有貞の弟）

2 1 李東陽 銭穀撰 41 「明故資善大夫礼部尚書兼翰林院学士掌倉 呉寛
『呉郡文粋続集』 事府事加増太子太保語文定呉公墓誌銘J

22 王ま 焦紘撰 1 8 「資善大夫礼部尚書兼翰林院学士掌指事府 呉寛
『国朝献徴録』 事贈太子太保議文定呉公寛神道碑」

23 謝鐸 『桃渓浄稿』 17 「贈吏部侍邸呉公墓表j 呉融

24 楊栄 『楊文敏公集』 24 「徐処士墓誌銘」 徐震（徐有貞の父）

25 祝允明 『懐星堂集』 15 「顕批武功伯夫人禁氏耐葬誌」 察妙真（徐有貞の妻）

26 全 全 15 f徐府君妻霜人高氏鮒葬誌銘」 高妙安（徐有賢の妻）

27 隆慶『長洲県志』 1 4 人物 張星・張準・張務・張沖の条 張果・張準・張務・

張神（喫妻張氏実家）

28 民国『呉県志』 75 列伝芸術二 呉突の条 呉突

a 呉寛 『鞄翁家蔵集』 42 「周氏立後序J 周庚（周南の息子）

b 全 全 58 「牧野子伝」 閣丘観（寛の表兄弟）

c 全 全 60 「閤丘賓周墓誌銘」 間丘観

d 全 全 66 「周氏墓誌銘」 陳淑荘（周庚の妻）

e 全 全 72 「南京太医院判周君裏表j 周庚

f 全 全 75 「明故封南京太医院判周公墓表j 周南（寛の表婦の夫）

＃ 系図lは1～28より、系図2はa～fより作成した。
＃ 本文・註・諸表・系函中において、これらの史料を引用した場合には、この番号で示す閉

＃ 本文・註・諸表中において、 『鞄翁家蔵集』所収の史料で、本一覧に無いものを使用した場合は、巻数と題

を記すのみにする。

＃ 史料3とほぼ同文の『鞄翁家蔵集』六十三「亡兄処土墓誌」を史料3＇とする。
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商
業
活
動
に
関
す
る
様
々
な
事
績
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

江
南
の
呉
氏
は
、
宋
代
よ
り
「
呉
之
東
域
」
に
居
住
し
、

「
大
族
」
と
な
っ
た
が
、
元
代
に
な
っ
て
衰
え
た
と
い
う
。
「
呉
之
東
域
」

の
具
体
的
な
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
寛
の
父
融
は
、
も
と
の
居
住
地
に
、

り
、
そ
れ
は
蘇
州
城
東
南
部
の
萄
門
に
近
い
、
現
在
蘇
州
大
学
の
敷
地
内
に
位
置
し
た
と
い
う
。
寛
の
祖
父
寿
宗
・
曾
祖
父
福
田
と
も

「
東
荘
」
と
い
う
庭
園
を
造
っ
て
お

に
転
居
の
記
事
は
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
遅
く
と
も
元
末
ま
で
に
は
、
こ
の
地
に
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

復
元
で
き
た
限
り
の
家
系
は
表
一
及
び
系
図
1
に
挙
げ
た
。
判
明
す
る
最
古
の
祖
先
は
、
一
一
祖
父
福
四
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
世
と
す

る
と
寛
の
世
代
が
四
世
と
な
る
。
寛
自
身
は
七
世
の
女
子
の
存
在
ま
で
は
確
認
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
『
中
国
歴
代
人
物
年
譜

考
録
』
に
よ
れ
ば
、
寛
の
年
譜
『
呉
文
定
公
年
譜
』
の
編
者
で
あ
る
呉
家
禎
を
「
譜
主
五
世
孫
」
と
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
禎

は
福
四
か
ら
す
れ
ば
八
世
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
寛
の
記
し
た
墓
誌
銘
類
で
は
、
父
融
に
関
す
る
も
の
が
最
上
代
に
属
し
、
兄
の
孫
の

健
の
も
の
が
も
っ
と
も
後
代
の
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
聞
の
全
て
の
人
物
に
対
し
て
墓
誌
銘
類
が
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
男

子
で
は
、
寛
は
兄
弟
中
で
最
も
長
命
で
あ
り
、
兄
と
弟
の
も
の
は
つ
く
ら
れ
た
。
だ
が
、
息
子
や
甥
た
ち
の
世
代
に
関
し
て
は
、
夫
死

し
た
康
寿
を
除
け
ば
、
寛
よ
り
先
に
死
去
し
た
者
は
無
い
よ
う
で
、
彼
ら
の
墓
誌
銘
は
書
か
れ
な
か
っ
た
。
情
報
は
融
と
寛
の
世
代
に

集
中
す
る
所
以
で
あ
る
。

本
来
の
生
業
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、

『
成
化
八
年
進
土
登
科
録
』
で
は
、
籍
別
は
匠
籍
と
な
っ
て
い
一
明
佐
伯
有
一
氏
に

よ
れ
ば
、

「
明
初
、
匠
籍
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
は
、
能
う
か
ぎ
り
元
代
の
旧
籍
に
載
っ
た
匠
戸
を
引
き
続
き
確
保
し
、
そ
の
転
業
を

禁
止
し
た
」
と
い
う
か
ら
、
寛
の
祖
先
も
元
代
に
は
匠
籍
に
登
録
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
祝
允
明
の
『
野
記
』
は
、



呉
文
定
公
、
：
：
：
未
達
時
、
家
応
織
人
役
、
徴
擾
百
状
。
公
見
重
有
司
、
其
父
亦
長
者
、
不
以
有
公
怠
事
。
或
当
苛
責
甚
時
、
稿

謂
公
目
、

「
童
一
白
之
上
官
」
。
公
目
、

「
警
我
不
作
秀
才
亦
巴
失
」
。
乃
潜
入
金
脅
徒
輩
、
以
寛
其
事
、
父
不
知
也
。

と
伝
え
、
寛
が
生
員
の
こ
ろ
、
父
が
匠
役
に
応
じ
る
際
に
、
寛
が
秘
か
に
賄
賂
を
贈
っ
て
、
負
担
を
軽
く
さ
せ
た
と
い
う
。
融
の
旧
居

明代中期蘇州商人のネットワークの一考察

は
、
前
一
述
の
如
く
蔀
門
付
近
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
は
蘇
州
府
の
織
造
に
近
か
っ
た
。
そ
し
て
、
先
学
の
研
究
に
お
い
て
も
、
明
代
の
蘇

州
域
内
の
東
部
は
絹
織
物
業
が
盛
ん
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
は
v

呉
氏
は
、
絹
織
物
業
関
連
の
匠
役
を
負
担
す
る
匠
戸
、

つ
ま
り
「
機
戸
」

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

呉
寛
の
親
族

本
節
で
は
、
呉
氏
の
各
世
代
に
つ
い
て
復
元
し
て
い
き
た
い
。

①
一
世
｜
一
一
世

名
前
の
判
明
す
る
最
古
の
人
物
、
曾
祖
父
の
福
四
は
、
名
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
三
人
の
兄
も
し
く
は
輩
行
を
同
じ

門
町
田
〉

「
福
田
」
は
学
名
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

く
す
る
従
兄
弟
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
教
育
を
受
け
て
い
た
形
跡
は
な
い
。
寿

宗
の
兄
弟
、
も
し
く
は
父
系
の
従
兄
弟
の
有
無
は
、
そ
の
名
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
彼
の
教
育
の
有
無
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
が
、

父
福
田
に
学
聞
が
な
く
、
元
末
明
初
の
混
乱
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
授
業
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
。
妻
は
韓
氏
。
ハ却〉

福
四
と
寿
宗
は
、
動
乱
の
時
代
に
門
を
閉
じ
て
張
士
誠
に
与
せ
ず
、
無
事
に
そ
の
家
を
守
り
抜
い
た
と
い
う
こ
と
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。

②
三
世

呉
氏
は
、
融
の
代
に
祖
居
か
ら
転
居
し
、
さ
ら
に
は
商
業
活
動
も
開
始
す
る
よ
う
に
、
大
き
な
変
化
を
む
か
え
る
こ
と
に

59 

な
る
。
こ
の
融
の
業
績
は
各
方
面
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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。
商
業
活
動

融
は
父
の
晩
年
の
子
で
あ
り
、
兄
弟
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
十
四
歳
で
父
を
亡
く
し
た
後
に
は
、
独
力
で
家
計

を
維
持
し
て
い
た
が
、
馬
駿
と
い
う
も
の
に
歎
か
れ
、

「
幾
ど
其
の
家
を
覆
へ
き
れ
ん
と
す
」
と
い
う
ほ
ど
の
危
機
（
お
そ
ら
く
は
経

済
的
危
機
）
に
遭
い
、
母
韓
氏
の
姉
妹
の
夫
で
あ
る
顧
執
中
を
頼
っ
て
集
祥
里
に
徒
り
、

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
融
は
ど
の
よ
う
に
危
機
を
脱
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
援
助
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
難
を
逃
れ
る

（忽〉

顧
執
中
は
「
費
を
以
て
里
中
に
雄
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
か
な
り
の
資
産
家
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
集
祥
里
は
、
域
内
西
部
呉
県
側
の

（お〉

第
一
横
河
と
第
一
一
横
河
に
挟
ま
れ
た
地
帯
の
大
部
分
で
あ
る
。
融
の
転
居
後
の
住
ま
い
は
、
楽
橋
の
西
北
に
在
り
、
こ
の
一
帯
は
、
蘇

〔お）

州
で
も
有
数
の
商
業
地
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
顧
氏
も
呉
氏
も
域
内
の
繁
華
街
に
居
住
し
て
お
り
、
農
業
直
営
に
従
事
し
て
い
た
と
は
考

え
難
い
。
然
り
と
す
れ
ば
、
顧
氏
の
資
産
も
商
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
融
も
ま
た
、
そ
の
援
助
で
商
業
活
動
を
行
い
、
危
機
を
脱

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
融
が
長
男
宗
に
家
事
を
「
分
掌
」
さ
せ
る
際
に
帳
簿
を
担
当
さ
せ
た
が
、
宗
の
仕
事
ぶ
り
を
寛
は
「
一

銭
尺
吊
と
難
も
必
ず
謹
ん
で
記
注
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
寛
に
は
商
人
に
関
し
て
「
一
銭
尺
島
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
傾
向
が
確
認

ハお〉

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
右
の
表
現
は
融
が
商
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
な
お
、

「
幾
ど
其
の
家
を
覆
へ
さ
れ
ん
と
す
」
と
い

う
ほ
ど
の
危
機
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
母
の
夫
で
あ
る
顧
執
中
の
援
助
が
特
筆
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、

よ
り
援
助
を
行
っ
て
当
然
と
思

わ
れ
る
呉
姓
の
親
族
に
つ
い
て
は
、
援
助
の
有
無
は
お
ろ
か
、

ハ幻〉

き
た
い
。

そ
の
存
在
に
つ
い
て
も
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お

。
土
地
所
有
・
経
営

小
山
正
明
氏
（
一
九
五
七
）

－
何
柄
様
氏
（
一
九
六
二
）
は
、
佃
租
収
入
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
旧

居
・
現
居
と
も
に
域
内
に
在
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
小
作
料
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
農
地
は
、
当
然
域
外
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
祖
先

（お〉

以
来
の
回
産
で
は
な
く
、
や
は
り
融
の
商
業
活
動
の
利
益
に
よ
り
、
農
地
が
取
得
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。



。
家
塾
の
設
置
融
自
身
は
、
科
挙
の
受
験
勉
強
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
そ
の
分
息
子
た
ち
の
教
育
に
は
熱
心
で
あ

円

泊

〉

ハ

却

〉

ハ

混

一

っ
た
よ
う
で
あ

γぃ
家
塾
を
設
け
て
い
る
が
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
o

弟
宣
の
墓
誌
銘
に
、
寛
と
家
塾
で
学
ん
だ
と
あ
り
、

一
四
四
O

年
頃
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
家
塾
に
は
当
然
書
籍
の
備
用
、
教
師
の
一
雇
用
と
、
経
費
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
も
商
業

活
動
に
よ
る
経
済
力
の
好
転
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

明代中期蘇外i商人のネットワークの一考察

こ
の
顧
氏
の
家
勢
が
後
に
衰
え
る
と
、
今
度
は
逆
に
そ
の
邸
宅
を
高
値
で
買
い
取
っ
て
顧
執
中
の
息
子
た
ち
を
そ

の
ま
ま
住
ま
わ
せ
る
と
い
う
援
助
を
行
つ
鳩
町
ま
た
困
窮
し
た
「
親
党
」
を
家
に
住
ま
わ
せ
も
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
れ
は
三
男
の
宣

ハお〉

に
承
け
継
が
れ
た
。

ハ
〉
親
戚
の
援
助

。
庭
園
の
造
営

集
祥
里
に
転
居
の
後
も
、

（
削
品
〉

旧
い
宅
地
を
残
し
て
お
き
、
晩
年
庭
園
「
東
荘
」
を
造
営
し
て
お
り
、
庭
園
を
造
る
だ

男
宣
が
管
理
し
、

「
東
荘
」
に
は
多
く
の
文
人
が
集
い
、
詩
も
い
く
つ
か
詠
ま
れ
て
い
る
。
後
に
は
融
の
一
一
一

さ
ら
に
そ
の
子
突
が
承
け
継
い
で
い
る
。

け
の
富
を
蓄
積
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

。
神
廟
の
重
建

天
順
年
聞
に
、
集
祥
里
に
在
る
周
康
王
廟
の
重
建
を
行
っ
て
い
一
明
こ
れ
も
相
応
の
経
済
力
を
必
要
と
す
る
事
業

で
あ
る
。

＠
四
世

宗
は
、
融
の
長
男
、
生
母
は
融
の
最
初
の
妻
居
氏
で
あ
る
。

は
じ
め
は
科
挙
の
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
十
七
・
八
歳
の
時
、

「
家
事
方
段
」
と
い
う
こ
と
で
、
父
と
家
事
を
「
分
掌
」
し
、
帳
簿
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
如
く
、
こ
の
「
家
事
」
は
商

業
活
動
を
指
す
。
寛
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
詳
述
し
た
。
異
母
兄
宗
と
は
年
齢
が
離
れ
て
い
る
た
め
か
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
年
齢

（訂）

の
近
い
同
母
弟
宣
と
親
密
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宜
は
、
融
の
一
一
一
男
。
幼
年
期
は
寛
と
と
も
に
家
塾
で
勉
強
し
た
。
後
に
は
「
東
荘
」

61 

を
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
父
が
住
ま
わ
せ
た
「
親
党
」
の
世
話
も
宜
、
が
引
き
継
い
だ
。
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④
五
世

こ
の
世
代
は
、
伝
記
類
が
見
出
せ
ず
、

不
明
な
こ
と
が
多
い
。
宗
の
子
藷
と
寛
の
子
爽
は
、
史
料
お
が
執
筆
さ
れ
た
一
五

0
0年
頃
に
は
、
国
子
生
と
な
っ
て
い
た
o

他
の
男
子
も
記
述
は
無
い
も
の
の
、
家
塾
が
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、

一
応
の
学
問
の
基

礎
は
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
寛
の
子
爽
・
失
は
、
寛
の
死
後
、
恩
蔭
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
中
書
舎
人
・
国
子
生
と
な
っ
た
。
宗
の

長
男
の
杢
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
寛
の
世
代
で
は
、
長
男
宗
が
父
の
家
業
を
受
け
継
い
だ
事
実
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
同
じ

く
長
男
の
歪
が
商
業
経
営
を
受
け
継
い
だ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
宣
の
子
突
は
、
先
述
の
よ
う
に
「
東
荘
」
の
管
理
を
引

き
継
ぎ
、
故
に
文
人
と
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
能
書
家
と
し
て
著
名
で
も
あ
一
明
文
徴
明
ら
呉
中
の
文
人
と
も
親
し
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

⑤
六
世
以
降

六
世
以
降
の
墓
誌
銘
は
藷
の
子
健
の
も
の
の
み
で
あ
る
。
健
は
、
受
験
勉
強
も
出
来
が
よ
く
、
寛
た
ち
も
期
待
を
か

け
て
い
た
が
、
二
十
歳
で
病
死
し
た
。
呉
俸
お
よ
び
呉
某
は
と
も
に
融
の
曾
孫
に
当
る
こ
と
は
判
る
が
、
父
や
祖
父
を
特
定
で
き
な
い
。

お
そ
ら
く
彼
ら
の
世
代
も
引
き
続
き
家
塾
で
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
呉
文
定
公
年
譜
』
を
編
纂
し
た
家
禎
は
先
述
の
よ
う
に
、

寛
の
五
世
の
孫
、

つ
ま
り
八
世
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

す
で
に
嘉
靖
年
聞
に
は
、

こ
の
後
の
呉
氏
の
状
況
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
寛
よ
り
後
に
科
第
者
が
出
た
形
跡
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
却
〉

「
東
荘
」
は
人
手
に
わ
た
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
、

つ
ま
り
そ
の
こ
ろ
に
は
呉
氏
は
「
東
荘
」
を
維
持

す
る
だ
け
の
経
済
力
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

呉
氏
の
姻
戚

呉
氏
の
姻
戚
で
史
料
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
表
二
（
呉
氏
女
性
親
族
の
婚
姻
先

γ
表
一
一
一
（
呉
氏
男
子
の
妻
の
実
家
〉
・
表
四
（
呉



民
男
子
の
妻
方
の
姻
戚
）
に
ま
と
め
た
。
な
お
、
系
図
2
は
、
間
丘
氏
と
周
氏
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
寛
の
表
兄
弟
（
ど
の
系
統
か
は

不
明
）
で
あ
る
間
丘
観
と
、
さ
ら
に
そ
の
姉
か
妹
の
夫
で
あ
る
周
尚
と
、
そ
の
息
子
周
庚
は
、
寛
の
文
集
に
た
び
た
び
登
場
し
、
そ
の

親
交
ぶ
り
が
伺
え
る
。

こ
れ
ら
の
表
、
及
び
系
図
1
・
2
か
ら
、
呉
氏
の
姻
戚
に
つ
い
て
、
そ
の
傾
向
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

明代中期蘇州商人のネットワークの一考察

①
居
住
地

表
三
か
ら
み
る
限
り
、
実
家
の
居
住
地
が
特
定
で
き
る
寿
宗
の
妻
韓
民
・
寛
の
妻
陳
氏
・
藷
の
妻
張
氏
の
場
合
、
蘇
州

域
内
及
び
そ
の
附
郭
地
で
あ
っ
た
。
他
の
諸
氏
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
籍
貫
と
居
住
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
承
知
の
上
で

は
あ
る
が
、
籍
貫
の
ほ
と
ん
ど
が
呉
県
及
び
長
洲
県
に
集
中
し
、
蘇
州
域
内
及
び
そ
の
近
辺
に
実
家
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
表

一
了
表
四
の
傾
向
も
同
様
で
、
寛
の
表
兄
弟
間
丘
観
も
ま
た
城
西
の
附
郭
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
少
な
く
と
も
寛
が
何
ら
か

の
デ
ー
タ
を
残
す
よ
う
な
交
際
の
あ
っ
た
姻
戚
は
、
概
ね
蘇
州
域
内
及
び
そ
の
附
郭
に
居
住
し
て
い
た
と
い
え
る
。
地
理
的
に
近
接
し

て
居
住
す
れ
ば
、
往
来
も
容
易
で
あ
る
こ
と
も
原
因
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
判
明
す
る
中
で
は
最
も
遠
い
常
熟
県
に
実
家
の
あ

っ
た
融
の
継
妻
王
氏
が
、
両
親
が
死
亡
し
て
い
た
と
は
い
う
も
の
の
、
嫁
い
で
以
来
四
十
数
年
間
一
度
も
「
族
」
に
省
る
こ
と
が
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
傾
向
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

②
生
業

次
に
、
姻
戚
の
選
択
に
際
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

〈
〉
商
業
活
動

明
確
に
商
業
を
行
っ
て
い
た
も
の
は
、
徐
有
賢
（
表
二
、

5
1
2
）
、
陸
忠
為
（
表
一
二
、
陸
氏
）
、
父
張
泉
と
そ
の
子

や
孫
の
沖
（
表
三
、
張
氏
［
蒲
妻
り
で
あ
る
。
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
居
住
地
が
商
業
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
商
業
を

行
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
も
の
は
、
金
獅
口
巷
に
居
住
す
る
沈
綬
（
表
二
）
、
寛
の
妻
陳
氏
の
実
家
（
表
二
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ぅ－

'-
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れ
ら
は
呉
氏
と
直
接
姻
を
結
ん
で
い
る
が
、
そ
の
商
業
経
営
は
当
然
考
慮
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
当
時
の
婚
姻
風
俗
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忍 表ー呉氏

番号 姓名 字 続 生没年 配偶者 教育 父 生母 備 考 史 料

I-I 呉福四 つ元末明初 × 23 23 

2-l 呉寿宗 1351-1411 韓氏 ×？ 福四 贈吏部右侍郎 23 1、4、21、22、23

3-l 呉融 孟融 東荘 1399回1475 l居氏 × 寿宗 韓氏 贈吏部右侍郎 23 1、3、4、5、6、18 
2張氏 「西徒」東呉上郷→集祥里 4 21、22、23
3王氏 －商業活動の開始（本文参照） ・家塾創設 1 

－東荘造園 4・23など 周康王廟重建（本文参照）

4-l 呉宗 原本 本斎 1420 1476 陸氏 。融 1居氏 －十七・八歳まで学問 3 3 
・父融と家事分掌→帳簿担当 3 

4-2 呉寛 原樽 調巷 1436-1504 申陳氏 。高虫 2張氏 成化八年進士 21、22
十陳氏 →礼部尚書 21・22

4-3 呉宜 原輝 拙修 1438 1485 ＊沈氏 。融 2張氏 －東経管理 5 5、16 
＋顧氏 「親党」援助続行 5 

5-1 呉歪 竹田 1460以前一 。っ 申アIて 隆氏 3、4、18、23
1504以降

5-2 呉禰 1460以前ー 張氏 。－刃b〈 陸氏 「習進士業」 3 3、4、11、18、23
1504以降 国子生 23 

5-3 呉喫 嗣盛 1471以降ー 。寛 ＋陳氏 国子生 23 4、7、18、21、
1504以降 授中書舎人（思蔭） 2 1・22 22、23

5-4 呉失 1472以降一？ 。寛 十陳氏 補園子学生（怠蔭） 2 1・22 1 7、18、21、22’
5-5 呉突 嗣業 茶番 ?-1516以降 朱氏 。宣 ＋顧氏 －東荘の管理（本文参照） 4、5、16、18、23

－文徴明はじめ文人との交流（本文参照） 28 

6-1 呉健 1479 1499 王氏 。若者 張氏 「習挙子業」 1 1 1 1、18 

8－ワ 呉家禎 。っ 寛五世孫。 『呉文定公年譜』の編纂。 顧廷龍 「中国歴代人物年



I I I I I I I I l問中時一「年、二六二頁

＃番号については、最初が世代を、次が長男の長男・次男、次男の長男・次男・＇＂＂の順を示す。
＃配偶者及び生母の項の数字はそれぞれ聞に妻・再継・三継を示す。側室のある場合は、＊が正妻、＋が側室を示す。
＃不明な点¢多い、第四世代の夫死した字・康寿、両親の不明な第六世代の6-2俸・63某は、本表に挙げなかった。

表二呉氏女性親族とその姻戚

番号 姓名 父 生母 生没年 配偶者 配偶者の生没年 籍貫地 居住地 備 考 史 料

4 I 呉氏 融 2張氏 143！以前ーワ 沈懲 ？一呉氏没年以前 ・沈鎗の死後l呉氏を呉宣引き取る.5 4、5、23

4-2 呉妙善 融 2張氏 1431-1462 周誇 1430-1477 長洲県 世居封渓之上 呉氏女性親族で唯一墓誌銘あり。 13 4、B、9、
字以節 9 ・周誇および賠誇の父用傑（字叔能） 1 3、23

呉封門周氏B についても呉寛墓誌銘執筆。 8,9 
→蘇州城野門 －周誇は径役のため鎮遠と蘇州の問を
付近 往復し、過労と熱病のため死去。 8

－周傑弟周イ素（字叔賢）渓南に居住。 9
周傑の父母’周文皇・毛氏。 9

4-3 呉氏 融 2張氏 1433-1502以降 沈綬 宅在金獅巷ロ 二十八「三娩蕎七十以八月十三日生因 4、23
題月兎図奉賀J

H 呉氏 百虫 3玉氏 1450以降ーワ 王節 4、18、23

5-l 呉淑真 。万て 陸氏 夏靖 3、4

5-2 呉氏 宣 つ 徐美中 呉県 呉県治北 ・徐美中祖父徐有賢は徐有貞弟。20.26 2、4、5、
→民自『賜占』39上 ・徐有貞・徐有賢に呉寛墓誌銘糠。2・20 20、24、
続蹴（徐有貞） －徐有貞は進士及第前の呉寛の才能を 25、26
「寛与公居間 大いに評価。 21・22
塁J2 －徐有貞外孫祝允明。（沢田1984系図）
→集祥皇？ －徐美中の弟美徳は府学生。 20,26 

7 l 呉氏 健 王氏 1499以降一 健遺腹女子 1 1 

w
納
付
1
Q
A
j
ト
ム
れ
伴
（
町
〈
怪
苓
縫
怒
号
乞
窓

＃夫死した呉寛と陳氏の娘順正、および、父母も配偶者も不明な6『l・2・3呉氏（うち6-lの祖父は呉宗）を省いた。L(') 

にD



28 表三褒とその実家

妻 生没年 夫 妻の父 妻の母 籍貫地 実家の位置 備 考 史料

韓民 れ1420以降 寿宗 ［同邑韓氏］ 蘇城南号韓家巷 「出宋斬王位忠之後」 1 1、3、4
以降 3→長世県ワ 1 韓氏の姉妹の夫が顧執中。 4

居氏 ワ1420 高出 ［同里居氏］ 3、4、23
3→長洲県ワ

張氏 ワ1450 融虫 長洲県 「長洲余父母邦也」。三十三「長、洲学閏記」 l、3、4、
・張氏の姉妹の夫が呉能。 6 5、23

王氏 1420-1494 融 常熟県 常熟県 「（主氏）惟父母早世、自帰府君、歴四十齢年、未嘗ー省其族。J1 8 1,3,4, 18,23 

陸氏 1427以前日ワ 直方て 陸以高 李氏 ［問里健氏］ ・陸氏の弟陸忠為（字乗誠）に呉寛墓誌銘執筆。 3、10 
3’→長洲県。 （依頼者は忠為の息子鼎節） 1 0 

－陸氏の祖父陸新「仕為県佐J1 0 
－陸氏の弟陸忠、為「能貿易、為衣食」 10 

陳氏 1436-14.90 寛 陳謹 朱氏 呉県 関門西号馬錦 I －陳氏および母朱氏、長兄陳論に呉寛墓誌銘執筆。 7・15 l、7、15 
（正） ［家控室大河J15 「陳亦呉名家、族大産厚J1 5 1 7、21 

－陳氏の姉の娘蒋氏に呉寛墓誌銘執筆。 14 
陳氏の次兄の娘の夫の父沈孜に呉寛墓誌銘執筆。 12 

it氏 ワー1491以前 宣

張氏 禰 張果 胡素安 長洲県 呉城甫橋北 19 ・張氏の母胡素安に呉寛墓誌銘執筆。 19 1 1、 19、
－隆慶『長洲県志』巻十四人物に張泉（字景春）と息子 27 
準、孫務・沖の伝あり。 27
「景春父子、多併京師服買」 19 
－張準「習挙子業」 27
・張湧、嘉靖七年順天中式推官。（隆慶『長洲県志』巻六 科第）

・張／中「嘗代兄服買燕京」 27

朱氏 1470 1493 突 朱以心 昔日氏 具県 1 6 

王氏 健 王氏の父は「名医」 11 1 1 

＃史料が非常に少ない、呉寛の側室陳氏、呉宣の側室顧氏は、本表より省いた。
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表四呉氏の饗方の姻戚

姓名 続 柄 生没年 籍貫 居住地 備 考 史料

願執中 寿宗の妻韓氏の姉妹の夫 ワー1425頃 集祥里 「以資雄里中」 4 4、23
，呉融顧執中を頼って集祥皇へ転居。 4
没落した後は呉融が、その邸宅を高値で買い取って顧執中の息
子たちを住まわす。 4・23

呉能 融の妻張氏の姉妹の夫 1413 1477 長洲県 集祥里つ ・呉能に呉寛墓誌銘執筆（依頼者は長男謙等）。日 6 
呉能「亦嘗与人貿易、物無二債、而一銭尺F君、取予必首。 J6 
「（寛父融は）故平日非府君（呉能）、莫与計事、ー鯵・一豆必
相封乃楽。嘗日、吾二人難友晴、而姓同、殆兄弟也。府君亦目、
吾生与居同巷、死当葬同原。 J6→融との親密さ
－息子たちの代に至っても、ともに墓参→詩二十一「過先笠登南横
山絶頂時、侍行表弟呉子高（謙の字）、姪三塁・突、兜子突・失」
謙の競のために呉寛銘を執筆。四十七「益奄銘」
謙北京の寛を訪問（1479年）。七「送表弟呉子高（謙）南還j
呉能妻張氏の六十の祝の宴に呉寛赴く Cl478年）。五「題萱草図為
従母張氏六十寿」

蒋礼 寛の妻陳氏次姉の失 呉県 蒋氏の先祖「号儒霞宮家」 宜輿→呉へ。 14 1 4 
－蒋ネL（字恒敬）の父蒋惟明「始業買以為生」 1 4 
蒋礼の長女蒋淑芳（下記沈煮の妻）に呉寛墓誌銘執筆。
（依頼者沈窯、寛妻陳氏のすすめもあり） 1 4 

枕署豊 上記蒋礼目陳氏夫妻の賛曙 長洲県 －沈熊賛靖当時府学生。 14 1 4 
－沈蕪成化22年挙人、弘治6年進士。（正徳「姑蘇志」巻六科第表）
it煮兄i~it成化十六年挙人、成化二十年進士。 （同上）
. i~煮は御医it以賛の孫。 1 4 
－沈以賛の詩集『潜斎詩集』に呉寛序を執筆
「潜斎詩集序」四一（依頼者は沈茶・ it窯兄弟）

－沈綱父沈孜に呉寛墓誌銘執筆（依頼者は沈綱）。 12 1 2 
it綱 寛妻陳氏次兄の娘の夫 長洲県 虎丘 ・挙業→直営地主＋客商活動（潰島1986,p. 46.) 

l:t綱父沈孜「為県学弟子j→「以農隠而或業頁以養」 12 
・i士絢祖父沈行は永楽・宣徳年間に糧長。 12 
沈綱の「客居都下Jは商業活動のため（積島1986,pp, 46 47.) 1 2 
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字
賓
用
）

（
呉
寛
表
兄
弟
）

A
（賛培）

閣
丘
氏

（
観
女
兄
）

凡
例

A

呉
氏
男
子

．
呉
氏
女
子

ム
他
姓
男
子

O
他
姓
女
子

l
l
呉
氏
親
子
・
兄
弟
姉
妹

l
l他
姓
親
子
・
兄
弟
姉
妹

一
一
婚
姻

。
ド

』（賛塔ロ）

（
史
料

a
i
fよ
り
作
成
）

＃
呉
氏
に
つ
い
て
は
、
姓
を
記
さ
な
い
。

＃
基
本
的
に
、
右
か
ら
友
へ
兄
弟
順
に
な
る
よ
う
ヒ
配
置
し
て
い
る
が
、

作
図
上
困
難
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

＃
呉
氏
は
表
1
・
2
の
番
号
を
付
し
て
い
る
。

＃
婚
姻
し
て
い
る
女
子
の
番
号
は
順
に
妻
・
再
継
・
一
一
一
継
を
示
す
。

＃
兄
弟
・
姉
妹
は
区
別
し
て
順
に
番
号
を
付
し
た
。

＃
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
て
も
、
両
親
が
不
明
な
場
合
、
一
記
載
し
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
。



は
、
親
が
子
供
た
ち
の
配
偶
者
を
決
定
し
た
。
と
す
れ
ば
、
徐
有
賢
の
孫
徐
美
中
を
除
け
ば
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
自
ら
が
商
人
で
あ

っ
た
融
と
宗
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
姻
戚
の
姻
戚
ま
で
拡
げ
れ
ば
、
呉
能
、
蒋
礼
の
父
蒋
惟
明
、
沈
網
と
そ
の
父
沈
孜
（
表
四
〉
が
、
確
実
に
商
業
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
蓋
然
性
の
高
い
顧
執
判

γ
で
含
め
れ
ば
、
呉
寛
に
よ
っ
て
生
業
を
知
る
手
が
か
り
を
残
さ
れ
た
姻
戚
の
大
多
数
が
、
商
業
、
と

明代中期蘇州商人のネットワークの一考察

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
呉
寛
の
父
と
兄
を
は
じ
め
と
し
て
、
姻
戚
に
も
多
数
商
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
、

呉
寛
の
「
商
業
活
動
を
積
極
的
に
肯
定
し
て
い
た
」
と
い
う
態
度
が
形
成
さ
れ
た
一
因
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

。
医
業

姻
戚
の
う
ち
で
、
記
さ
れ
る
こ
と
の
比
較
的
多
い
生
業
が
医
師
で
あ
る
。
健
の
妻
王
氏
の
父
（
表
一
一
一
）
が
そ
う
で
あ
り
、

挙
業
を
続
け
る
藷
に
よ
っ
て
同
じ
く
科
第
を
目
指
す
息
子
健
の
た
め
に
選
択
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

姻
戚
の
姻
戚
と
な
れ
ば
、
沈
薫
の
祖
父
沈
以
賛
が
御
医
で
あ
り
（
表
四
）
、
さ
ら
に
、
寛
の
表
悌
聞
丘
氏
の
夫
周
尚
正
の
周
氏
は
、

有
白
部
陵
徒
宋
南
渡
、
仕
為
挟
衛
司
兵
馬
鈴
轄
使
守
嘉
定
者
、
因
家
於
呉
。
鈴
轄
生
一
子
、

日
副
尉
某
。
副
尉
生
一
子
、

日
元
平

江
路
医
学
録
子
華
。
学
録
生
五
子
、
其
長
田
江
陰
医
学
教
授
観
光
。
教
授
生
四
子
、
其
長
田
平
江
路
医
正
継
周
。
医
正
生
因
子
、

其
長
田
国
朝
光
沢
県
儒
学
訓
導
理
。
訓
導
生
因
子
、
其
長
田
太
医
院
医
士
文
威
。
医
土
生
四
子
、
其
長
日
処
士
宗
器
。
処
土
生
二

子
、
其
長
田
封
南
京
太
医
院
判
菊
処
先
生
尚
正
。
菊
処
生
一
子
、

日
南
京
太
医
院
判
庚
。

（
史
料

a）

と
あ
る
よ
う
に
、
九
代
続
く
医
者
の
家
系
で
あ
る
。
と
く
に
、

一
四
四
三
年
生
ま
れ
の
周
庚
と
一
四
三
六
年
生
ま
れ
の
寛
と
は
、
比
較

的
年
齢
が
近
い
た
め
か
、
大
い
に
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
周
庚
は
寛
の
詩
文
中
に
多
数
登
場
す
る
。

71 

〈
〉
挙
業
・
官
僚

官
僚
と
な
っ
た
も
の
は
、
宜
の
女
婿
徐
美
中
の
祖
父
徐
有
賢
の
次
兄
徐
有
貞
（
表
一
一
〉
、
藷
の
妻
張
氏
の
兄
弟
の



72 

息
子
で
あ
る
張
湧
（
表
一
一
一
）
で
あ
る
。
と
く
に
徐
美
中
を
選
択
す
る
際
に
は
、
そ
の
祖
父
の
兄
で
あ
る
徐
有
貞
の
存
在
が
大
き
く
影
響

し
た
と
お
も
わ
れ
る
。
西
林
昭
一
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
は
及
第
前
か
ら
「
徐
有
貞
に
は
〔
館
閣
の
器
］
あ
り
と
し
て
、
愛
さ
れ
て
交
誼
を

（必〉得
」
て
い
た
の
で
あ
る
。

挙
業
に
従
事
し
て
い
た
と
確
実
に
わ
か
る
も
の
は
、
徐
美
中
の
弟
徐
美
徳
（
表
二
）
、
張
漢
の
父
張
準
（
表
一
二
）
で
あ
り
、
沈
薫
と

そ
の
兄
沈
奈
は
進
士
に
及
第
し
て
お
り
、
沈
綱
の
父
沈
孜
は
生
員
で
あ
っ
た
（
表
四
）
。
表
に
挙
げ
て
い
な
い
が
、
徐
有
貞
の
外
孫
が

祝
允
明
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
徐
氏
と
姻
戚
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
元
高
官
徐
有
貞
と
姻
戚
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
当

時
の
呉
中
の
文
人
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
連
な
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
同
時
に
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
人
間
。

門
店
出
〉

徐
美
中
の
祖
父
徐
有
賢
（
表
三
）
、
沈
網
の
父
沈
孜
（
表
四
）
が
直
営
地
主
で
あ
る
。
呉
寛
の
表
兄
弟
で
あ
る
間
丘

。
農
業
経
営

観
も
、

（
間
丘
観
は
）
家
有
回
数
項
・
牛
数
角
、
奉
二
親
、
暇
親
牧
子
野
。
或
於
牛
背
得
詩
、
則
折
竹
薮
而
度
之
、
而
叩
角
以
白
楽
。
往

来
田
畝
間
、
人
見
其
牧
牛
肥
不
与
。

（
史
料
b
）

と
、
農
業
を
直
営
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
ほ
か
明
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
土
地
に
投
資
し
、
小
作
料
を
得
て
い
た
例
も
あ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
呉
氏
の
姻
戚
の
生
業
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
漬
島
敦
俊
民
（
一
九
八
六
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
徐
有
賢
や
沈
孜

の
よ
う
に
、
個
人
の
生
涯
で
挙
業
・
商
業
・
直
営
地
主
に
従
事
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
寛
の
呉
氏
が
そ
う
で
あ
り
、
藷
の
妻
張

氏
や
寛
の
妻
陳
氏
の
姻
戚
蒋
氏
や
（
沈
薫
の
〉
沈
氏
の
よ
う
に
、
世
代
を
経
な
が
ら
、
生
業
・
身
分
の
変
化
す
る
も
の
も
あ
る
た
め
、



こ
の
よ
う
に
生
業
に
よ
っ
て
静
態
的
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
最
良
の
方
法
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
判
明
分
の
お
お
ま
か
な

傾
向
と
し
て
は
、
呉
氏
の
（
機
戸
？
〉
↓
商
業
活
動
（
融
〉
↓
融
の
息
子
た
ち
の
挙
業
（
宗
は
断
念
し
て
商
業
活
動
へ
）
↓
呉
寛
及
第
↓

挙
業
を
行
う
子
孫
、
と
い
う
一
連
の
流
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
商
業
活
動
↓
挙
業
と
商
業
も
し
く
は
医
業
↓
挙
業
（
実
績
あ
り

過
去
官
僚
あ
り
）
、
と
い
っ
た
よ
う
な
、
姻
戚
の
選
択
の
流
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

明代中期蘇州商人のネットワークの一考察

お

わ

り

呉
寛
の
呉
氏
は
、
元
来
、

お
そ
ら
く
機
戸
で
あ
っ
た
が
、
呉
寛
の
父
融
の
代
に
商
業
を
開
始
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
経
済
的
余

裕
を
挙
業
に
向
け
、
遂
に
及
第
者
（
呉
寛
）
を
出
す
に
至
る
、

と
い
っ
た
上
昇
方
向
の
社
会
移
動
を
行
っ
た
。
呉
寛
の
世
代
以
降
は
、

家
塾
も
存
在
し
、
男
子
は
皆
一
通
り
の
学
聞
を
修
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
結
局
呉
寛
以
降
は
、
呉
氏
か
ら
の
及
第
が
出
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
や
が
て
庭
園
「
東
荘
」
を
手
放
す
な
ど
、
衰
退
へ
の
道
を
た
ど
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

本
稿
は
、

『
翰
翁
家
蔵
集
』
所
収
の
呉
寛
の
手
に
な
る
墓
誌
銘
な
ど
を
中
心
資
料
と
し
た
た
め
、
前
半
の
上
昇
移
動
の
時
期
を
主
な

考
察
の
対
象
と
し
た
。
可
能
な
限
り
姻
戚
ま
で
も
含
め
た
家
系
の
復
元
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
特
徴
・
傾
向
が
み
ら
れ

た。
第
一
に
、
呉
融
に
と
っ
て
の
同
世
代
以
上
の
父
系
親
族
の
存
在
感
の
希
薄
き
で
あ
る
。
彼
が
経
済
的
危
機
に
遭
遇
し
た
時
、
従
母
の

夫
に
よ
る
援
助
は
語
ら
れ
で
も
、
父
系
親
族
に
よ
る
も
の
は
一
切
触
れ
ら
れ
な
い
。
文
集
中
の
ど
こ
に
も
、
父
系
親
族
の
存
在
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
兄
弟
の
有
無
の
不
明
な
呉
寿
宗
は
と
も
か
く
と
し
て
、
呉
福
四
、
も
し
く
は
同
輩
の
族
兄
弟
の
子
孫
が
（
死
に
絶
え
て
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い
た
の
で
は
な
く
〉
存
在
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
時
呉
融
に
対
し
援
助
を
行
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
呉
氏
の
宗
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族
形
成
が
進
ん
で
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
妻
方
の
姻
戚
、

と
く
に
呉
融
の
危
機
を
救
う
顧
執
中
や
、
世
代
が
下
っ
て
も
親
し
く
往
来
す
る
呉
能
、
あ
る
い
は
呉
寛
に

と
っ
て
の
蒋
礼
・
沈
薫
と
い
っ
た
、
妻
の
姉
妹
を
介
し
た
姻
戚
と
の
親
密
さ
が
、
文
集
中
の
記
事
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
地
理
的

な
要
因
ゃ
、

「
家
格
」
の
つ
り
あ
い
と
い
っ
た
要
因
も
影
響
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
呉
氏
の
父
系
親
族
の
存
在
の
希
薄
さ
も
要
因
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

第
三
に
、
呉
氏
の
上
昇
移
動
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
婚
姻
相
手
も
、
商
業
活
動
を
中
心
と
す
る
も
の
か
ら
、
挙
業
を
中
心
と
す

る
も
の
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
各
時
期
に
相
応
の
「
家
格
」
の
相
手
と
婚
姻
関
係
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
傾
向
が
う
か
が
え

る
。
今
回
史
料
的
制
約
で
分
析
の
対
象
に
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
姻
戚
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
し
て
み
た
い
。

第
四
に
、
呉
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、

そ
の
姻
戚
た
ち
の
居
住
地
の
、
蘇
州
城
内
と
そ
の
附
郭
へ
の
集
中
で
あ
る
。
地
理
的
に
狭
い
範

囲
に
集
中
し
て
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
往
来
も
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
親
交
を
深
め
る
こ
と
に
一
助
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ

ひ
ろ
く
姻
戚
を
求
め
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
人
口
が
多
く
、
文

る
。
特
定
の
姓
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、

化
的
に
水
準
の
高
く
、
優
秀
な
人
材
が
多
数
輩
出
す
る
、
蘇
州
の
よ
う
な
都
市
な
ら
で
は
の
姻
戚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
か
た
を
示

唆
す
る
も
の
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
呉
寛
の
家
系
に
つ
い
て
、
そ
の
上
昇
移
動
の
時
期
に
は
、
父
系
親
族
の
影
が
希
薄
で
あ
る
一
方
で
、
姻
戚
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
姻
戚
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
呉
氏
に
と
っ
て
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
呉
寛
の
呉
氏
の
事
例
が
蘇
州
も
し
く
は
江
南
に
お
い
て
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
特
殊
な
例
で
あ
っ
た
の
か



に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
事
例
研
究
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

文
献
目
録

青
木
正
児
「
現
代
蘇
州
の
文
苑
」
『
立
命
館
文
学
』
二
四
五
、
一
九
六
五
年
。
（
所
収
『
青
木
正
児
全
集
』
第
七
巻
、
春
秋
社
二
九
七

O
年）

伊
原
弘
「
江
南
に
お
け
る
都
市
形
態
の
変
遷

1
1
宋
平
江
図
解
析
作
業

l
i
」
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
一
集
『
宋
代
の
社
会
と
文
化
』
汲
古

書
院
、
一
九
八
三
年
。

臼
井
佐
知
子
「
徽
州
商
人
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
『
中
国

1
l
社
会
と
文
化
』
六
、
一
九
九
一
年
。

「
徽
州
在
氏
の
移
動
と
商
業
活
動
」
『
中
国
｜
｜
社
会
と
文
化
』
八
、
一
九
九
三
年
。

小
山
正
明
「
明
末
清
初
の
大
土
地
所
有

l
i
と
く
に
江
南
デ
ル
タ
地
帯
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」
（
一
〉
（
二
〉
『
史
学
雑
誌
』
六
六

i
二
了
六
七

一
、
一
九
五
七
・
八
年
。
（
所
収
『
明
清
社
会
経
済
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
〉

加
藤
繁
「
宋
代
に
於
け
る
都
市
の
発
達
に
つ
い
て
」
『
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
一
九
一
二
一
年
。
（
所
収
『
支
那
経
済
史
考
讃
』
上

巻
、
東
洋
文
庫
、
一
九
五
二
年
）

「
蘇
州
今
昔
」
『
支
那
学
雑
草
』
生
活
社
、
一
九
四
四
年
。

古
原
宏
伸
編
「
文
徴
明
年
譜
L

『
文
人
画
粋
編
中
国
編

4
沈
周
・
文
徴
明
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
。

佐
伯
有
一
「
明
前
半
期
の
機
戸

l
i
王
朝
権
力
の
掌
握
を
め
ぐ
っ
て
！
l
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
入
、
一
九
五
六
年
。

佐
藤
学
「
明
末
清
初
期
一
地
方
都
市
に
お
け
る
同
業
組
織
と
公
権
力
｜
｜
蘇
州
府
常
熟
県
「
当
官
」
碑
刻
を
素
材
に
l
l
」
『
史
学
雑
誌
』
九
六

｜
九
、
一
九
八
七
年
。

沢
田
雅
弘
「
現
代
蘇
州
文
氏
の
姻
戚
｜
l
呉
中
文
苑
考
察
へ
の
手
掛
か
り
l
l
L

『
大
東
文
化
大
学
紀
要
人
文
科
学
』
一
一
二
、
一
九
八
四
年
。

渋
谷
祐
子
「
清
代
徽
州
農
村
社
会
に
お
け
る
生
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
『
史
学
』
六
四

i
コ
了
四
、
一
九
九
五
年
。

多
賀
秋
五
郎
「
宗
族
の
修
譜
過
程
に
つ
い
て

l
i
中
国
教
育
史
史
料
た
る
譜
の
基
礎
的
研
究
｜
｜
」
林
友
春
編
『
近
世
中
国
教
育
史
研
究
』
国
土

社
、
一
九
五
八
年
。

『
宗
譜
の
研
究
』
史
料
編
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東
洋
文
庫
、

一
九
六

O
年。



76 

西
林
昭
一
「
呉
寛
の
書
｜
｜
明
中
期
に
お
け
る
呉
中
を
中
心
と
し
た
書
の
一
面

l
i
」
『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
一
五
、
一
九
六
七
年
。

漬
島
敦
俊
「
土
地
開
発
与
客
商
活
動
｜
｜
明
代
中
期
江
南
地
主
之
投
資
活
動
」
『
中
央
研
究
院
第
二
眉
国
際
漢
学
会
議
論
文
集
』
一
九
八
六
年
。

（
一
九
八
六
年
二
一
月
、
於
台
北
、
中
央
研
究
院
第
二
屈
国
際
漢
学
会
議
で
の
発
表
。
「
明
代
中
期
の
江
南
商
人
」
『
史
朗
』
二

O
、
一
九
八

六
年
。
頁
数
は
こ
ち
ら
に
依
る
。
〉

藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
」
〈
一
）

1
（
四
）
『
東
洋
学
報
』
三
六

l
一
1
四
、
一
九
五
三
・
四
年
。

宮
崎
市
定
「
明
代
蘇
松
地
方
の
士
大
夫
と
民
衆
l
i
明
代
史
素
描
の
試
み
！
l
」
『
史
林
』
三
七

l
一
二
、
一
九
五
四
年
。
（
所
収
『
宮
崎
市
定
全

集
』
一
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
〉

際
学
文
「
明
清
持
期
的
蘇
州
商
業
｜
｜
兼
論
封
建
後
期
商
業
資
本
的
作
用
｜
｜
」
『
蘇
州
大
学
学
報
哲
学
社
会
科
学
版
』
一
九
八
八
｜
二
、
一

九
八
八
年
。

沼
金
民
「
明
清
時
期
活
躍
子
蘇
州
的
外
地
商
人
」
『
中
国
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
八
九

l
四
、
一
九
八
九
年
。

唐
力
行
『
商
人
与
中
国
近
世
社
会
』
翫
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

貌
嘉
噴
『
蘇
州
歴
代
園
林
録
』
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

呉
恰
「
宋
元
以
来
老
百
姓
的
称
呼
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
九
年
二
月
二
十
七
日
。
（
所
収
『
灯
火
集
』
三
聯
書
店
、
一
九
六

O
年
、
の
ち
『
呉

恰
文
集
』
第
四
巻
、
北
京
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）

張
海
鵬
・
張
海
競
主
編
『
中
国
十
大
商
習
』
黄
山
室
同
社
、
一
九
九
三
年
。

国
0
・
E
口
氏
（
何
病
様
〉
同
コ
』
世
間
h

司、た『
c
h．
－
凶
N
h

町
内
向
訟
な
L

『さ』甲町、役』
n
b
凡さ
l
h
h
b
町
内
な
も
＼
句
色
町
凡
ミ
ミ
q
F
S
H也
、
お
町
句
l
H
U
』』・（。。－
g
B立国

d
E
2
3
5可
司

B
F
Z
S・
寺
田
隆
信
・
千
種
真
一
訳
『
科
挙
と
近
世
中
国
社
会

l
l
立
身
出
世
の
階
梯

l
l
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
〉

注
（

1
）
 

日
弁
一
九
九
一
、
お
よ
び
一
九
九
三
、
唐
一
九
九
三
。
藤
井
一
九
五
六
に
お
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
こ
と
ば
こ
そ
使
用
さ
れ
て

は
い
な
い
が
、
商
業
資
本
の
来
歴
に
お
い
て
、
血
縁
や
親
戚
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
雇
用
関
係
に
お
い
て
も
血
縁
関
係
か
ら
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
徽
商
の
族
的
結
合
を
土
台
と
す
る
経
営
形
態
は
：
：
：
」
と
の
べ
て
い
る
。
（
三
五
一
一
貝
）

宋
・
元
以
降
、
宗
族
は
洞
堂
・
族
譜
・
共
有
地
な
ど
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
族
譜
の
場
合
、
江
南
で
は
清
末
に
は
族
譜
が
多
数

（

2
）
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（

3
）
 

作
成
さ
れ
た
が
、
明
代
の
族
譜
は
殆
ど
現
存
し
な
い
。
多
賀
秋
五
郎
氏
（
一
九
五
八
）
の
集
計
で
は
、
日
本
の
公
的
機
関
に
現
存
す
る

（
一
九
五
八
年
当
時
）
中
国
畳
間
一
五
七

O
部
の
う
ち
、
道
光
以
後
の
も
の
が
一

O
O七
部
で
八
一
%
を
占
め
、
特
に
光
緒
か
ら
民
国
に
か

け
て
は
七
九

O
部
で
六
四
%
を
占
め
て
い
る
と
い
う
（
多
賀
一
九
五
八
、
一
一
一
一
一
一
一
l
l
三
三
二
頁
〉
。
江
南
に
お
い
て
も
、
洞
庭
の
王
氏
の

よ
う
に
、
明
代
中
期
に
族
譜
を
編
ん
だ
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
賀
目
録
ハ
一
九
六

O
〉
や
、
『
美
国
家
譜
学
会
中
国
族
譜
目
録
』

を
見
る
限
り
や
は
り
大
部
分
が
、
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

陳
一
九
八
八
、
花
一
九
八
九
。
さ
ら
に
、
白
井
一
九
九
三
に
よ
れ
ば
、
商
工
業
な
い
し
金
融
業
に
関
与
す
る
存
在
と
な
る
狂
氏
と
潜
氏
が
、

清
初
に
徽
州
か
ら
蘇
州
へ
移
住
し
た
と
い
う
。
佐
藤
一
九
八
七
は
、
常
熟
県
の
例
で
あ
る
が
、
明
末
以
降
、
特
に
典
当
業
に
お
い
て
徽
州

出
身
者
の
進
出
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
こ
れ
ら
江
南
の
客
商
が
現
末
に
は
新
安
商
人
の
優
勢
の
も
と
に
姿
を
消
す
そ
の
経
緯
や
原
因
も
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
新
安
商
人

と
の
競
争
の
中
で
、
客
商
活
動
以
外
の
選
択
肢
の
可
能
性
1
1
董
釆
・
官
僚
化
、
坐
買
・
牙
行
、
開
発
、
租
佃
経
営
ー
ー
と
も
関
わ
る
か

と
思
わ
れ
る
。
」
演
島
一
九
八
六
、
五
八
頁
。

呉
寛
の
呉
氏
は
、
蘇
州
に
城
居
し
て
お
り
直
営
地
主
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
演
島
一
九
八
六
に
よ
っ
て
類
型
化
さ
れ
た

挙
業
・
直
営
地
主
・
客
商
活
動
を
特
徴
と
す
る
「
江
南
商
天
」
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
あ
え
て
「
蘇
州
商
人
」
と
い
う
語

を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
「
蘇
州
商
人
」
は
、
所
謂
十
大
商
人
（
張
・
張
主
編
一
九
九
三
参
照
〉
の
よ
う
な
、
あ
る
明
確
な
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
語
で
は
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
筆
者
は
「
蘇
州
薦
人
」
に
つ
い
て
は
、
漠
然
と
で
は
あ
る
が
、
蘇
州
域
内
或
い
は
附
郭
地
に

居
住
し
て
い
る
非
直
営
地
主
で
、
商
業
活
動
を
お
こ
な
う
も
の
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
想
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
呉
氏
の
例
の
み

で
は
、
決
し
て
類
型
化
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
な
る
事
例
の
蓄
積
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
こ
こ
に
明
記
し
て
お
く
。

渋
谷
一
九
九
五
は
、
商
人
で
は
な
い
が
、
徽
州
府
婆
源
道
に
居
住
す
る
あ
る
生
員
の
日
記
を
使
用
し
、
登
場
す
る
交
際
者
や
諸
活
動
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
が
帰
属
単
位
と
し
て
の
宗
族
集
団
の
派
・
一
房
一
、
目
的
組
織
「
会
」
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
知
人
関
係
の
三
つ

の
関
係
を
利
用
し
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
人
間
関
係
を
自
主
的
に
選
択
す
る
、
「
個
」
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
実
践
し

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
呉
寛
。
貫
直
隷
蘇
州
府
長
洲
県
、
置
籍
。
国
子
生
。
治
書
経
。
字
原
待
。
行
二
。
年
三
十
八
。
十
二
月
二
十
九
日
生
。
曾
祖
福
田
、
祖

寿
宗
、
父
孟
融
。
前
母
居
氏
、
母
張
氏
、
継
母
玉
氏
。
区
内
慶
下
。
兄
原
本
、
弟
宣
。
安
陳
氏
。
応
天
府
郷
試
第
三
名
。
会
試
第
一
名
。
」

（

4
）
 

（

5
〉

（

6
）
 

（

7
）
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（

8
〉

（
郷
幹
等
編
『
成
化
八
年
進
士
登
科
録
』
日
『
明
代
愛
科
録
業
編
一
一
一
』
明
代
史
籍
葉
刊
一

O
、
学
生
書
局
（
台
湾
）
［
明
成
化
刊
本
影
印
］

一
一
四
七
頁
）
こ
こ
で
は
、
呉
寛
の
父
の
名
が
孟
融
と
さ
れ
て
い
る
が
、
旦
〈
寛
の
記
し
た
融
の
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
「
府
君
誇
融
。
字
孟
敵
。
」

（
史
料
4
）
と
、
融
が
名
で
、
孟
融
が
字
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
呉
寛
の
父
の
名
は
融
で
統
一
す
る
こ
と
に
す
る
。

原
本
も
、
呉
寛
の
兄
宗
の
字
で
あ
る
。

「
姓
呉
氏
。
誇
寛
。
字
原
待
。
学
者
称
為
抽
施
苓
先
生
。
蘇
之
長
洲
人
。
祖
誇
寿
宗
、
贈
嘉
議
大
夫
礼
部
侍
郎
。
考
諒
孟
融
、
累
贈
亦
如
之
。

公
在
成
化
弘
治
問
、
為
翰
林
院
修
撲
右
春
坊
右
論
徳
左
春
坊
左
庶
子
兼
侍
読
、
進
偉
同
事
府
少
鴛
事
兼
侍
読
学
士
、
出
為
吏
部
右
侍
郎
転
左

侍
兼
学
土
、
入
内
閣
兵
語
教
、
学
倉
事
府
事
、
終
礼
部
尚
書
、
兼
職
如
故
。
生
宣
徳
乙
卯
十
二
月
丙
寅
、
卒
於
弘
治
甲
子
七
月
戊
戊
、
寿

七
十
。
配
陳
氏
、
累
贈
淑
人
。
武
室
陳
氏
、
生
二
子
爽
・
笑
。
以
明
年
乙
丑
十
一
月
丙
寅
、
葬
予
呉
県
花
園
山
新
肝
之
原
。
公
早
学
晩
達
、

雄
有
奇
遇
殊
寵
而
弗
究
子
用
、
天
下
有
遺
望
鳶
。
烏
乎
、
働
哉
。
蓋
公
年
十
二
而
為
府
学
生
、
十
八
而
応
試
、
三
十
四
而
挙
於
郷
、
一
二
十

八
登
進
士
、
在
官
三
十
三
年
。
」
（
史
料
幻
）

「
壬
辰
会
試
第
一
、
入
試
大
廷
又
第
一
。
」
（
史
料
泣
〉

父
融
が
一
四
七
五
年
八
月
に
死
去
し
（
史
料
4
）
、
服
除
し
蘇
州
を
出
発
し
た
の
が
一
四
七
九
年
四
月
（
五
十
七
「
己
亥
上
京
録
」
、
こ
の

間
に
兄
宗
も
死
去
）
、
継
母
玉
氏
が
一
四
九
四
年
十
月
に
死
去
し
（
史
料
日
〉
、
服
除
し
て
蘇
州
を
出
発
し
た
の
は
、
一
四
九
七
年
コ
一
月
頃

ハ
二
十
二
「
紀
滋
霊
巌
」
）
で
あ
る
。

青
木
一
九
六
五
、
と
く
に
西
林
一
九
六
七
参
照
。
な
お
こ
の
蘇
州
文
苑
中
に
は
、
文
徴
明
や
祝
允
明
を
は
じ
め
一
助
謂
「
市
隠
」
（
宮
崎
一

九
五
六
参
照
）
の
文
人
た
ち
が
い
た
。
彼
ら
の
よ
う
な
個
性
の
強
い
人
々
と
の
交
流
は
、
呉
寛
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
影
響
を
与
え
た
と

お
も
わ
れ
る
。

寛
が
生
前
に
自
身
で
編
ん
だ
の
は
七
十
編
。
寛
の
死
後
、
息
子
爽
と
そ
の
従
兄
弟
た
ち
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
。

う
ち
、
伝
記
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
行
状
一
巻
四
篇
、
伝
一
空
一
篇
、
墓
誌
銘
一

O
巻
二
二
篇
、
墓
表
六
巻
六
九
篇
、
泊
込
書

一
巻
七
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
西
林
一
九
六
七
、
一

O
五
回
頁
に
よ
る
）
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
墓
誌
銘
類
と
称
し
て
い
る
。

「
呉
姓
実
周
太
伯
之
後
、
以
国
為
氏
。
凡
呉
中
呉
姓
、
悉
祖
之
。
久
乃
散
処
江
東
西
、
惟
公
之
先
累
世
不
徒
。
自
宋
居
呉
之
東
域
下
、
号

為
大
族
。
入
元
始
衰
、
然
皆
以
善
行
相
継
。
」
ハ
史
料
お
）

魂
一
九
九
四
、
六
六
｜
六
七
頁
。

（

9
）
 

（

ω） 
（日）
（ロ）

（日）

（
リ
日
）



明代中期蘇川、｜商人のネットワークの一考察79 

（

日

）

（日）

（

げ

）

顧
廷
龍
『
中
国
歴
代
人
物
年
譜
考
録
』
二
六
二
頁
。
同
書
に
よ
れ
ば
、

注
7
史
料
参
照
。

こ
の
史
料
は
、
何
一
九
六
二
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
「
呉
寛
の
先
祖
は
世
襲
の
職
工
で
あ
っ
た
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

コ一四

O
頁）

加
藤
一
九
四
四
に
よ
れ
ば
、
機
戸
は
主
と
し
て
域
内
東
北
に
あ
っ
た
と
い
い
、
伊
原
一
九
八
三
は
、
機
戸
が
域
内
東
部
の
中
央
付
近
に
多

か
っ
た
と
い
う
。
融
の
原
居
住
地
は
、
東
南
部
で
も
中
央
部
に
近
い
辺
り
で
あ
る
。

旦
（
恰
に
よ
れ
ば
、
宋
・
一
万
・
明
以
来
の
「
老
百
姓
」
の
呼
称
に
は
、
こ
の
よ
う
な
輩
行
の
数
字
に
よ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う

（
呉
一
九
五
九
）
。

「
至
正
問
、
張
土
誠
援
有
呉
地
、
公
之
祖
福
四
府
君
、
度
其
必
敗
、
深
避
匿
之
。
未
幾
天
兵
入
呉
、
土
誠
就
執
、
凡
附
之
者
、
例
皆
編
成
、

公
家
独
不
及
。
福
田
生
寿
宗
、
是
為
公
父
。
国
初
、
法
令
厳
密
、
実
能
淳
謹
白
晦
、
以
保
其
家
。
」
（
史
料
お
）

「
先
祖
誇
菜
、
生
一
万
末
、
性
醇
謹
謙
厚
、
口
未
嘗
出
悪
一
言
、
里
中
称
為
善
士
。
平
生
畏
法
、
不
入
県
門
、
毎
戒
家
人
、
閉
門
勿
預
外
事
。
」

〈
史
料
1
）
通
説
に
よ
れ
ば
、
朱
一
克
葎
の
厳
し
い
政
策
は
江
南
の
富
民
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
編
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

機
戸
で
あ
っ
た
と
し
て
も
移
徒
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
階
層
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
「
不
入
県
門
」
か
ら
、
県
門
に
入
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
階
層
で
あ
っ
た
と
暗
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
学
聞
を
行
っ
た
形
跡
の
な
い
福
四
ゃ
、
「
入
元
始
衰
」
（
注

目
）
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
低
い
階
層
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。

「
公
孤
幼
時
、
始
雄
給
馬
駿
幾
覆
其
家
、
卒
能
依
顧
執
中
以
免
於
難
。
」
（
史
料
お
〉

「
府
君
既
孤
年
甫
十
四
、
自
顧
無
他
兄
弟
、
卓
然
以
門
戸
自
任
。
当
是
時
、
所
居
城
東
遭
世
多
故
、
憐
之
死
徒
者
殆
室
。
既
荒
落
不
可
居
、

乃
徒
今
集
祥
里
、
依
従
母
之
夫
顧
執
中
氏
。
顧
方
以
貸
雄
里
中
久
、
而
家
漸
衰
。
」
（
史
料
4
〉

前
注
却
参
照
。

嘉
靖
『
呉
邑
士
山
』
巻
四
「
郷
図
都
分
口
田
賦
井
雑
附
等
」
鳳
思
郷
集
祥
皇
管
図
七
の
条
の
地
名
を
地
図
と
照
合
し
て
確
認
し
た
。

太
平
天
国
の
乱
後
に
、
呉
寛
の
邸
宅
跡
に
顧
文
彬
が
現
在
観
光
地
と
し
て
有
名
な
恰
園
を
造
っ
た
。

「
呉
文
定
公
寛
宅
在
楽
橋
西
尚
書
巷
。
（
互
見
坊
巻
。
）
巷
之
得
名
以
此
。
旧
有
園
亭
久
展
、
庚
申
兵
焚
後
、
所
江
寧
紹
台
道
顧
文
彬
得

之
、
困
其
祉
、
築
為
恰
菌
。
」
（
民
国
『
呉
県
士
山
』
巻
三
十
九
上
第
宅
閤
林
）

『
呉
文
定
公
年
譜
』
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。

（
訳
書
七
一
・

（
印
叩
）

（

ω） 
（柏山）

（幻）

（

辺

）

（お）
（担）
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（お）

加
藤
一
九
一
三
・
一
九
四
四
に
よ
れ
ば
、
楽
橋
付
近
は
唐
代
以
来
商
業
地
区
で
あ
っ
た
。
加
藤
一
九
四
四
・
伊
原
一
九
八
三
に
よ
れ
ば
、

明
代
に
至
っ
て
も
、
楽
橋
付
近
は
域
内
の
商
買
輯
鞍
の
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。

呉
寛
は
、
「
亦
嘗
与
人
貿
易
、
物
無
二
償
、
而
ベ
鋭
阿
川
島
、
取
予
必
当
。
」
（
史
料
6
）
や
、
「
景
春
父
子
、
多
滋
京
師
服
賀
、
閣
内
事
、

惟
胡
氏
是
頼
。
凡
鋭
刷
出
川
担
割
出
・
米
薪
儲
積
之
剤
画
・
親
戚
慶
弔
之
往
来
・
傭
奴
衣
食
之
分
給
、
処
之
秩
然
也
。
」
（
史
料
mm
〉
と
い

う
よ
う
に
、
車
宋
活
動
を
お
こ
な
う
も
の
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
語
を
使
用
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
父
寿
宗
の
兄
弟
や
そ
の
息
子
た
ち
の
姿
が
全
く
み
ら
れ
な
い
。
単
に
寿
宗
が
一
人
息
子
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
存
在
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
援
助
を
行
う
よ
う
な
関
係
に
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
寿
宗
に
兄
弟
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
、
確
実
に
存

在
し
た
は
ず
の
福
四
の
兄
た
ち
の
子
孫
は
な
ぜ
援
助
を
行
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
寿
宗
・
福
四
と
も
に
元
末
現
初
の
混
乱

期
の
人
で
あ
る
の
で
、
そ
の
兄
弟
た
ち
の
系
統
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

小
山
正
明
氏
は
血
〈
拠
と
し
て
、
「
先
母
張
氏
、
少
帰
先
父
0

・
：
：
勤
労
内
助
、
開
拓
産
業
、
傭
奴
千
指
衣
食
必
均
、
：
：
」
（
史
料
1
）

を
挙
げ
て
い
る
（
所
収
本
二
六
二
頁
）
。
何
病
棟
氏
は
、
典
拠
と
し
て
史
料
招
の
「
呉
文
定
篤
厚
倫
誼
、
呉
中
有
回
数
百
畝
、
毎
歳
租
入
、

視
親
戚
・
故
旧
之
貧
者
分
給
之
。
」
を
挙
げ
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
農
業
に
よ
る
収
入
に
よ
っ
て
、
彼
は
真
剣
な
勉
学
に

没
頭
し
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
」
（
訳
書
七
一
一
良
〉
と
い
う
よ
り
は
、
呉
寛
が
官
僚
と
な
っ
て
か
ら
の
善
行
の
記
事

で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
科
挙
の
受
験
勉
強
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
根
拠
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
呉
寛
の
受
験
勉
強
期

聞
は
三
十
年
以
上
に
わ
た
る
の
で
、
そ
の
聞
に
父
呉
融
が
土
地
に
投
資
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
は
で
き
な
い
が
、
呉
寛
の
受
験
勉
強
を

支
え
た
の
は
、
や
は
り
商
業
活
動
に
よ
る
経
済
的
余
裕
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

「
（
呉
融
）
懲
少
年
之
悔
、
国
教
子
而
自
励
於
学
0

・
：
：
・
公
〈
H
呉
融
〉
難
未
嘗
深
於
関
学
、
跡
其
所
行
生
質
之
美
。
」
（
史
料
お
）
西
林
一

九
六
七
に
は
「
祖
は
寿
宗
、
父
は
孟
融
。
代
々
長
洲
県
の
人
で
、
読
書
人
階
級
で
あ
る
」
（
一

O
五
四
頁
）
と
あ
る
が
、
誤
解
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

「
（
呉
融
〉
及
関
家
塾
収
書
籍
、
以
教
子
姓
等
事
、
：
：
：
」
（
史
料
1
〉

「
ハ
呉
宣
〉
年
十
三
、
母
張
安
人
不
幸
下
世
。
一
旦
能
自
謹
筋
、
居
家
塾
依
予
以
学
。
」
（
史
料
5
）

「
未
幾
公
（
H
呉
融
〉
家
復
起
、
而
二
氏
（
H
馬
駿
と
顧
執
中
）
漸
落
。
其
於
顧
則
不
忍
筈
其
居
、
而
惟
厚
其
直
。
」
（
史
料
お
）

「
執
中
且
病
、
呼
府
君
（
H
呉
融
）
告
目
、
『
五
日
視
諸
子
、
鮮
克
承
家
者
。
吾
即
死
惟
是
合
字
、
勿
為
他
人
有
也
。
』
府
君
泣
而
諾
之
。

（お）
（幻〉

（お）

（
州
出
〉

（

初

）

（

幻

）

（
刊
記
）
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（お）
（担）

及
執
中
没
、
府
君
厚
与
之
直
、
而
の
居
其
子
不
使
他
適
、
迄
今
蓋
五
十
銭
年
。
」
（
史
料
4
〉

先
府
君
（
H
H

呉
融
）
嘗
館
親
党
之
無
依
者
数
人
、
至
原
輝
（
H
呉
宣
〉
館
之
不
替
。
」
（
史
料
5
〉

「
由
元
季
逮
子
園
初
、
隣
之
死
徒
十
八
九
、
而
呉
塵
品
開
然
独
存
。
翁
少
喪
其
先
君
、
従
而
西
、
既
市
重
念
先
業
、
不
敢
康
歳
拓
時
葺
。
」

（
李
東
陽
『
懐
麓
堂
集
』
巻
三
十
「
東
荘
記
」
）
、
「
（
呉
融
）
城
東
旧
業
、
然
未
嘗
一
日
敢
忘
、
而
不
経
理
之
。
晩
歳
益
種
樹
結
屋
、
為

終
老
之
図
、
図
号
東
荘
翁
。
」
（
史
料
4
）

「
先
侍
郎
府
君
ハ
H
呉
融
）
、
治
東
荘
時
、
吾
弟
原
輝
実
往
助
之
。
府
君
既
不
幸
、
即
世
而
原
輝
継
亡
、
亦
幸
有
子
、
突
給
長
能
守
旧
業
。
」

（
五
十
五
「
題
東
荘
園
記
石
刻
後
」
〉
な
ど
。

「
周
康
王
廟
在
城
中
市
曹
橋
正
北
。
或
云
、
耳
目
惰
問
、
嘗
数
人
於
市
嘗
橋
、
因
立
康
王
廓
、
取
成
・
康
、
幾
致
刑
措
意
。
宋
時
嘗
淡
河
、

得
唐
建
廟
碑
。
載
其
祉
甚
広
、
並
為
居
民
所
侵
。
其
廟
後
益
傾
氾
。
天
順
初
、
里
人
呉
孟
融
震
建
。
（
正
徳
『
姑
蘇
士
山
』
巻
二
十
七
壇

廓
上
〉
「
呉
之
集
祥
里
、
白
唐
以
来
有
廟
。
柁
周
之
康
王
。
久
而
廟
将
犀
。
天
順
初
、
先
修
撲
公
（
H
旦
〈
融
〉
侶
里
人
重
建
之
、
復
白
購
廟
中
故

地
嘗
所
侵
子
民
家
者
、
得
什
二
・
三
、
作
小
屋
子
後
、
以
侠
守
廟
者
居
。
」
（
三
十
一
一
一
「
玉
澗
記
」
）

『
強
翁
家
蔵
集
』
所
収
の
詩
や
文
中
に
呉
宣
が
た
び
た
び
登
場
す
る
が
、
兄
呉
宗
は
殆
ど
登
場
し
な
い
。

「
呉
突
字
嗣
業
号
茶
呑
居
士
、
長
洲
人
。
文
定
公
寛
従
子
。
母
音
書
筆
法
類
文
定
。
」
（
史
料
お
〉

古
原
宏
伸
編
一
九
八
六
年
、
一
五
五
頁
に
よ
れ
ば
、
一
五

O
八
年
に
は
、
文
徴
明
が
「
雪
山
図
」
を
つ
く
っ
た
際
、
朱
凱
・
唐
寅
・
呉
突

と
竹
堂
に
集
い
、
一
五
一
六
年
に
は
、
沈
周
と
の
合
作
「
山
水
合
巻
」
を
携
え
て
、
呉
突
が
文
徴
明
に
題
を
求
め
た
と
い
う
。
ま
た
、
文

徴
明
『
世
間
田
集
』
巻
三
に
は
、
「
滋
呉
氏
東
荘
題
贈
嗣
業
（
突
の
字
）
」
が
み
え
る
。

「
東
荘
、
：
・
後
為
徐
参
議
廷
課
所
有
。
」
（
民
国
『
呉
県
士
官
巻
三
十
九
下
第
宅
園
林
〉
お
よ
び
注

μ
参
照
。

第
二
節
呉
融
の
商
業
活
動
の
項
参
照
。

た
だ
し
、
張
湧
が
順
天
中
式
に
よ
り
及
第
し
た
の
は
嘉
靖
七
年
で
、
呉
寛
の
死
後
で
あ
る
。

西
林
一
九
六
七
、
一

O
五
四
頁
。
ま
た
、
西
林
氏
は
同
論
文
中
で
、
唐
宋
の
書
に
土
っ
て
一
家
を
な
し
た
徐
有
貞
が
、
書
の
面
で
呉
寛
に

影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
一

O
五
九
頁
）
。

文
徴
明
の
と
く
に
文
人
を
中
心
に
姻
戚
の
復
元
を
お
と
な
い
、
文
氏
が
呉
中
文
苑
の
要
人
の
多
く
と
姻
戚
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
、
沢

（お）
（お）

／、、.~、、 r、
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（川叩）

（

H
引
）

（必）
（川崎）

（川制〉
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（必）

田
一
九
八
四
に
掲
げ
ら
れ
た
系
図
を
み
る
と
、
徐
有
貞
の
息
子
世
良
の
妻
夏
氏
（
夏
泉
の
娘
）
の
姉
妹
の
娘
が
文
徴
明
の
妻
と
な
っ
て
お

り
、
祝
允
明
も
徐
有
貞
の
外
孫
と
し
て
名
が
み
え
て
い
る
（
五
人
頁
）
。

演
島
一
九
八
六
、
四
六
頁
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
挙
業
↓
客
商
活
動
（
長
江
流
域
）
↓
直
営
地
主
と
い
う
、
典
型
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
。
」
、
「
挙
業
↓
直
営
地
主
土
商
業
と
い
う
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

や
や
沈
姓
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
輩
字
な
ど
が
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
も
な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
沈
氏
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（日叩〉

（
大
学
院
前
期
課
程
修
了
〉


